
 建設業の従来のイメージである３Ｋ（きつい・汚い・危険）を払拭し、新３Ｋ（給与・休暇・希望）を実現
するため、埼玉県県土整備部発注工事において、各種モデル工事などの取組を実施している。 

 中長期的な建設業の担い手を確保し、地域の安心・安全や経済を支える。 

給 与 

新３Ｋを実現するための埼玉県県土整備部における取組 

エ ン パ ワ ー メ ン ト 

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 

休 暇 希 望 

◆労働環境調査モデル工事 
 

• 建設業における技能労働者の賃金など、
労働環境の実態を把握するため、令和
元年度から『労働環境調査モデル工事』
を試行 

• モデル工事では、「適正な労働環境の確
保状況」、「技能労働者の労働賃金の支
払状況」、「重層下請の発生状況」を確認 

 
  〈これまでの実績〉 
   Ｒ１年度 ： ２３件発注（結果公表済） 
   Ｒ２年度 ： ２６件発注（集計中） 
   Ｒ３年度 ： ２６件発注（集計中） 

 

◆建設キャリアアップシステム 
      （ＣＣＵＳ）活用モデル工事 
 
• 技能労働者の技能や経験を業界横断的
に登録・蓄積する国の「建設キャリアアッ
プシステム」の活用を促進するため、令
和４年１月からモデル工事を試行 

• カードリーダーの設置やカードタッチに対
する費用の助成、実施基準の達成状況
により工事成績評定を加点 

 
  〈Ｒ４年度の発注予定〉 
   ３０件程度 

◆埼玉県内公共工事の 
  現場一斉休工（ハッピーサタデー） 
 
• 関東地方整備局、県、さいたま市、埼玉
県建設業協会等による「公共工事の土
曜一斉休工」を平成２９年度から実施 

• Ｒ３年度は、９割超の市町村が一斉休工
を実施 

 
  〈これまでの実績〉 
   Ｈ２９年度 ： ２回   Ｈ３０年度 ： ５回 
   Ｒ １年度 ： ５回   Ｒ ２年度 ： ６回 
   Ｒ ３年度 ： ７回   Ｒ ４年度 ： ７回 

 
 

◆週休２日制モデル工事 
 
• 工事現場での週休２日の実現に向けて、
令和元年度から『週休２日制モデル工
事』を試行 

• 週休２日の確保状況に応じて、労務費等
を補正するとともに、工事成績評定を加
点 

 
  〈これまでの実績〉 R4.9末現在 
   Ｒ１年度 ：  ４３件発注 （ ２２件実施） 
   Ｒ２年度 ： １５７件発注 （１１９件実施） 
   Ｒ３年度 ： ７５８件発注 （６９６件実施） 

 

◆i-Constructionの推進 
 
• 建設現場の生産性を向上するため、必
要経費の計上とともに総合評価や工事
成績評定を加点する『ＩＣＴ施工』を実施 

 
  〈これまでの実績〉 
   Ｈ２８年度 ：   １件発注 （ １件実施） 
   Ｈ２９年度 ：  ２８件発注 （１１件実施） 
   Ｈ３０年度 ：  ５８件発注 （２０件実施） 
   Ｒ １年度 ：  ９７件発注 （２６件実施） 
   Ｒ ２年度 ： １２１件発注 （３８件実施） 
   Ｒ ３年度 ： １９７件発注 （７０件実施） 
 

• 令和３年３月に「埼玉県デジタルトランス
フォーメーション推進計画」を策定し、同
年１２月にＤＸで目指す将来像である「Ｄ
Ｘビジョン」と令和３年度から５年度まで
の３年間の具体的工程である「ロードマッ
プ」を策定 

• その他、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用、施工時期の
平準化、新製品・新技術の活用などを促
進 

 

◆発注見通しの公表 
 
• 改正品確法を踏まえ、平成２６年度より
年間工事発注計画を作成・公表 

 


